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 この研究によって、妊娠・出産を考える SLE女性患者の看護への示唆が得られると考えられる。 
 
（方法） 









 妊娠・出産経験のある SLE患者 25名（平均年齢 33.6歳）と妊娠・出産経験のない 2名（平均年齢
50.5歳）の SLE患者から 33～93分間インタビュー調査を実施している。妊娠・出産経験のある SLE
-２ 
患者の平均発症年齢は 21.6歳、罹患期間は 9.6年であったのに対し、妊娠・出産経験のない SLE患者
は罹患期間が 12.5年であった。また妊娠・出産経験のない SLE患者は発症前に流産を 3回経験してい
たため、SLE発症を契機に妊娠を諦めた対象者であった。また妊娠は正期産と早産が半々で平均妊娠期















 著者は SLE の診断を受けているが故に妊娠前から不確かな状況であるが、妊娠によって不確かさが
高まり不安と隣り合わせで過ごしていること、また安全に出産をするために妊娠中も SLE の病状のコ





 さらに SLE の診断を受けた女性は、自らを女性として価値が低い者とみなしていたが、妊娠・出産
の経験をとおして「普通の女性」になった自己を確信し、自己価値が変容していることを明らかにして
いる。 












 平成 30年１月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
